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梅雨に入り、毎日の洗濯は天気予報と相談です。家族の多い家では悩ましい季節

ですね。今日一日の家事と仕事に追われながらも、帰島について意識し続けると

いうのもストレスがたまります。気持ちの持ち方が難しいですが、いろんなこと

が決まってくるまで、あまり焦らないことも大切ではないでしょうか。七島新聞

によれば「帰島に関する意向調査」の回収率は８２％を越えているとのことです。

結果の発表が待たれます。 
 

■みんなの声 
島民集会、ありがとう 
 今年もまた、多くの人に支えられて、島

民集会が開催されました。 

 久しぶりの顔に出会うのだから、この日を心

待ちにしている人たちが多い。 

 島民参加の『胡弓』『大正琴』『フラダ

ンス』『(日本舞踊)望郷の歌』。みんなで

踊った『あじさい音頭』。演ずる人を励ま

し、見る人を楽しませてくれました。 

 今年はじめて、日赤の方の『指圧のココ

ロ 母心』とマッサージを受け、全身をも

みほぐしていただき、幸せ気分でした。 

 食べ物コーナーでも、あちこちを回って、

美味、珍味を楽しみました。食べ物コーナ

ーを回り、これほど多くの方と会話したの

は初めてでした。 

 ありがとうを百回も、千回も、万回も伝えても

まだまだ足りないほどの幸せをいただきました。

｢これが最後になるのかな～｣という思いが・・・。 

(八王子市上柚木 鈴木 則子) 

 

大崎さんの桜島訪問記 
火山の島から その４[最終回] 

 

お送りしてまいりました『大崎さんの桜島訪問

記』も、いよいよ最終回となりました。おのおのの

ご家庭で、また、おひとりおひとりが、自分たちが

どんなくらしをしていきたいか？それぞれお考えを

お持ちのことと思います。力と知恵を持ち寄って、

くらしていきたいですね。 

（みやけの風編集担当） 

 前号より続く ――――――――― 

 それにしても、彼らは一人として私に同情

の言葉をかけなかった。おいとまする時に、

ごくあっさりと、励ましの言葉を言っただ

けだった。これは何だろうか？ 

 彼らは49年間も活動火山に島で暮らし

てきたけれど、私はまだ1年も暮らしてい

ない。本当に活動火山の島で生きていく覚

悟があるのかないのか、まだ実証していな

い者に同情もなにも意味がないということ

だろうか。それとも、お互いに活動火山の

島で暮らすのが当たり前の土地柄なのだか

ら、いまさら同情など思いも及ばなかった

ということだろうか。それとも・・・。誰

もが気負うことなく、畑仕事をし、生活をしてい

ました。 

 滞在２日目に、桜島の総合防災訓練がありま

した。大正3年1月12日の大噴火を記念し

たの34回目に訓練とのこと。 

島の人口6,000余名のうち、4,700名以

上が参加。早朝から、ヘリコプターが飛び

交い、消防団・警察・医療チーム等、忙し

げに活動を始めていました。 

  ―――――――――――― おわり 
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あじさいの里人材募集 
 
社会福祉法人三宅島あじさいの会では、高齢者の個別訪問相談職員の採用のため、
下記の通り「非常勤職員」を募集いたします。 
 

１．勤務場所 
   東京都港区海岸１－４－７ 島しょ会館内 

   東京都２３区内（高齢者個別訪問） 

２．勤務時間 
  午前8時45分より午後5時30分まで（休憩時間12時00分～12時45分） 

３．雇用形態 
   （１）賃 金  １日 ７,６００円（時間９５０円） 

   （２）勤 務  月曜日から金曜日（土・日曜日及び年末年始は休業） 

   （３）その他  雇用保険、厚生年金等加入 

４．募集人数    ２名（２級ヘルパー資格有れば可） 

５．勤務内容    高齢者個別訪問相談 

    一人暮らし、又は高齢者世帯及び日中独居の高齢者の安否確認、生活援助、 

相談、助言及び生活指導等の業務とする。 

６．その他    不明な点については、直接「あじさいの会」事務局まで、 

お問い合わせ下さい。 

社会福祉法人 三宅島あじさいの会事務局 

TEL：０３―３４５９－８３８８～９ 
 
■三宅村教育委員会より 

三宅村児童・生徒の帰島に関する相談をお受けします。 
帰島が決定して島の学校が再開する際の、転校などのさまざまな教育に関する相談に

おこたえするため、三宅村教育委員会と都立三宅高等学校では、相談窓口を6月1日
より開設しています。帰島に際しての教育に関わるさまざまな疑問や不安をお持ち
だと思います。お気軽にご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被被災災市市民民ホホッットトラライインン  
被災市民専用無料電話法律相談 

電話（０３）３３５９－３５５２ 
土日祝日を除く毎日  午後４時から午後７時まで 

 

法律上の困り事や悩み事の相談を無料でお受けします 

また、司法書士報酬を免除することができるようになりました 

詳細は、お気軽にお電話ください 

■｢三宅村児童・生徒帰島準備相談室｣
 
場  所：秋川校舎・北辰館内 

受付日時：平日 月曜～木曜 
    10：00～12：00 
    13：00～16：00 
連 絡 先：042-550-9263 

●電話または相談室窓口にて相談をお受け

いたします 

■｢三宅村高校生帰島準備相談室｣ 
 
場  所：都立三宅高等学校職員室
受付日時：平日 随時 

連 絡 先：042-558-0156 

 

●電話または相談室窓口にて相談をお受けい

たします（担当：副校長 飯島） 


